
心さま

番 号

心さま

番 号

施工証明書 兼 お客さま電気設備図面の記入方法��

いずれか該当するものにＯを付す。��

容変 ・ 種変の場合は 、 空欄に容変又は種変��
と記入する。��

新設以外は必ず記入する。��

心さま��

番 号��

関西電力が記入または押印する。�� ～��
お 申込番号��

伊��

■��
ｒ　　　　　　　　　　 �ヽ�

工��事��
上記 日程で処理を進めておりますので変更のある場合は 、��

速やかｌこ連絡をお願い願します。 長期竣工が遅延した場合��

は 、 お 申し込みは取り消しされたものとして処理をさせていた��

月 Ｈ 時ｌ
麓

月 山��

口��
日

月��甲

盧��

関西電力がお客さまと協��

議し記入する。��

別��種��

Ｌ　 ，��ｌ５；癸ｌ��Ｉ９師！蹴��
大灰市住之江区浜ロ 西 ３丁 目９審 ５号�� 関西　 ー郎��

引込柱�� 大南　 ｌ０ＥｌＮｌ��

，Ｅ気ェ事業法ｌ��
の登録番号�� ‖氏名��氏名��

ｌ１：事 着 工 日��

大阪市北区中之島３丁 目６轟 ｌ６号�� 大 臣ｌ０―００��
山 田　 太郎��

鈴木　ニ郎��
（免状Ｎｏ． 大阪府　ｌ００００２�� 平成��１７年　ｌ０　 ｊｌ　　 ｌ�� ー・ー��

工事竣 工（予定）Ｈ��

（電話番号　 ０６―６４４ｌ―��８２ｌ��
山 本　三郎�� ７平成 ｌ７午 ｌｌ ｊｌ　 ｌ��

ｈ試　験 ｌ｛５完了　　月　　日��

９夛６式飾��
〆
ｒ��

祭空�� 【免状Ｎα 】�� （免状Ｎａ大恢府　ｌ００００３�� ｌ讐ｒ届出時申込内容〃】変更 ｌ０｝（ｉ弓��醤
’゚゜

．３��
電気協会等の諸統計に��

用いる為 、 必ず記入する。��

（店舗は再掲）��

ｌ２３４５�� 第ｌ種 （大阪府 ｌ００００ｌ��

第ｚ♂（大阪府 ５４３２ｌｏ��

芦 ．　

Ｅ　 日��

７平成 ェ７｛ｐ ェェ ｊｊ��

自主検査結果��

（免状Ｎｏ��

麗１０ａ；；韶鷺��
ｌな為 、 必ず記入する。��

電気工事業法により電気エ事業として��

経済産業大臣または 、 都道府県知事に��

届出し、 登録を受けた番号を記入する。��

レ＝��●��

登録業者は第２種電気エ事士の��

日�� 免状の交付を受け、 ３年以上の��

実務経験を有する人の中から選任した��
「主任電気工事士」を置〈ことが定めら��

れており必ず記入する。��

ｌ当該お客さまに近接する電柱番号を記入する。��

ｌ建築 ・機器据付等の完成予定日を記入する。��

自主検査��

お客さまへの引渡し前に電気設備の技術癌準に沿っ た設備である��

ことを以 ドのとおり確認いたしました，��

※白主点検は電気 ｌニ事業法によろ規制ｌｔもとより
、 施工時の 見落��

とし作業、 手『ｒし作業の防ｌＬを團り、
１●・ｌｆ品質を向 Ｌさせるため��

ｌこ行っ ております��

ｌ工事の竣工 月日を記入するｏ��

実施月 目　 平成 １７　 年　 ｌｌ　 月　 ▲ｌＬ��

検査者��
山 田　 太郎��

工事の施エに従事した作業者の氏名と免状Ｎｏ��

を必ず記入する。 （作業者全員）��

（勧��
関西電力の調査が必要なときは 、 要をＯで囲み��

希望月 日を記入する。��

検査項 目��
、１��Ｆｉ蜘��

絶縁（配線）�� 回路の絶縁抵抗は ｌ
‐

分か�� ｌＯｌｌ��
工事組合等に加入している場合 、 その組合員��

証番号を記入する。��

ｌ絶縁（電気機器）��電気機器の絶縁は十分か��

機器容量不明等で容量判定試験等が必要な場合に��

記入するｃ��

ＯＨ��
使用電線は適切か�� Ｏｌｌ��

緑枠内に配線図 、 接続図を含め必要な箇所を記入して下さい。��

（紙面内に記入できない場合は別紙を添付すること）��

配線方法は適切か�� 〇ｌｌ��

申込時と竣工時の 内容変更時に記入する。��

（変更有の場合は 、 配線図面の訂正も忘れずに）��

配線設備��充電部が露出していなＬ、か�� Ｏｌｌ��
ｌ電線と他物の離隔は ｌ

・

分か�� Ｏｌ��

ｌラス ・ トタン 貫通部の防護は ｌ
‐

分か��

施工証明書 兼 お客さま電気設備図面の用途 ・ 目的��

お客さまへのご説明用として活用でき、 電気エ事業法に定める備付帳簿も兼ねます。��

新増設等又は配線改修等の 申し込みに使用します。��

電力会社との技術協議する場合に使用 し、 自主検査やお客さま署名以外が記入されたもので行います。��

供給承諾の証となります。��

検査結果の確認と竣工届に用います。 （自主検査実施の記入されたものを電力会社ヘ提出してください）��

所要材料を計算し工事費積算の基となります。��

配線チェックの確認や竣工調査用に用います。��

配線の定期点検や改修工事に使用できます。��

火災の際 、 電気関係に原因がないか確認する場合に使用します。��

〇ｌｌ��
コード配線 ｌ��ｌ屋内配線にコードを使用してＬ、なＬ、か��Ｏ‖��

必要笛所ｌニ漏電ｉ鳶断器を取付，ｒてあろか��ＯＩｌ��
漏電遮断器の動作砧認ｌｔよＬ、か��ｌＯｌｌ��

（必須）エ事竣工後自主検査を実施し、 実施月 日 、 検査者��

及びその結果を記入 し、 主任電気工事士が確認後 、��

捺印またはサインをする。��

配線器具��

（材料）��
漏電遮断器の収付は適正か��ｌ〇ｌｌ��
モ
ーターの保護装置は適切か　 ｌ��ｌ

－

ｌｌ��
開閉器の容寵、 取付 方法は適切か��Ｏｌｌ��
充電部が露出していなＬ、か�� 〇ｌｌ��

配線器具��

（その他）��
器具は破損してし、ないか�� 〇ｌｌ��
器具はＩＥしく取付けられているか��Ｏｌｌ��

接地工事��
ｌ接地は取付けてあるか�� 〇ｌｌ��

施エ証明書 兼 お客さま電気設備図面の保存�� ｌ接地抵抗値は適切か�� 〇ｌｌ��

電気⊥事乗法により��
・注文者の氏名（又は名称）および住所。��

・ 電気工事の種類および施工場所 、 施エ年月 日。��

・ 主任電気工事士等の氏名。��

・配線図 、 検査結果。��

を記入し、 ５年間の保存が義務付けされている。��

《��
その他　 ｌ��ｌりｌ込′ｌヽｆｔの施・没は適切か�� Ｏｌｌ��

（必須）全回路および分岐回路ごと��

の絶縁抵抗値を記入する。��

端子締付��ｌ開ｌ〃ｌ器８ｉ〃）端子〃）締ｌ、ｌ１ナはよいか��ｌ９―ｌｌ��
ド　 絶縁抵抗値測定�� 接地抵抗値測８　 ８��

Ｌ
―Ｌは 、 電線相互間 。��

測定箇所�� 測定値 ｌ��ｌ種類��接地場所��測定値 ｌｌ��

（必須）接地の施エ場所��

および接地抵抗値を記入��

する。��

ー��

全；；；；；；―ＴＩ‐Ｌ��５０　　Ｍ【‖��ｌＥＤ��ｌ鋼管柱��

ｌＬ－－Ｅ��

５０　 Ｑｌｌ��
Ｌ―Ｅは 、 電線対地間 。��

１Ｌ－Ｆ��５０　　Ｍ０ｌ��

」`ー��
Ｘｌ０��

Ｍ０��

電気工事士には 、 施エ責任が課せられており、 火災 ・ 人身事故等の場合 、 警察 ・ 消防等からの��

施工証明書兼お客さま電気設備図面の提出を求められる場合がある。��

Ｘ■【｝��

ｌヽ【２��

Ｓ：ｌ／�� ｌ　　　 ｌヽＱ��Ｅｊ１�� ０ｌ��

Ｅ��
｛ヽ【２�� ＥＢ��

お客さま（入居者さま）にご署名 およびご署名 年月 日才記入していただ〈。��

＊お客さま（入居者さま）が決まっていない場合は 、 建築会社 ・ 工務店さま��

のご署名をいただ〈。�� ＼（＼〈：ヽ：；ボ
’́記載欄 ）��

申し込み内容の確認。��

申し込み協議が完了し供給を��

承諾ｌ‐ト証｝ｌ．て押印する。��

「��
む力会社使用炯��

配線、 引込線 、 計器位置等を��

確認し、 協議を実施した証と��

して押印する。��

＼ヽ��
ｌｌ共給′鳶 ｌ��ｌ申なｌ蹴 ｌ��

施工証明書を受領しましたｎ�� ＼＼��
▼�� ‐��

禽��禽��
お客さま（ご署名）�� 関西　ー郎�� 乎成 ｌ７年 ｌｌ月 ｌ０日��

建築会社 ・ 工務店さま（ご署名）�� 年��
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